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令和５年度事業報告 

 

自：令和５年４月 １日 

至：令和６年３月３１日 

 

Ⅰ 概況 

３年余り続いた新型コロナウイルス感染症への対応は、令和５年５月８日、感染症法上

の分類が以前の２類相当から５類へ移されたことにより、平時の体制内で継続されること

になりました。海外からの観光客受け入れも増加し、経済の活性化が期待されています。

しかしながら、令和４年２月に始まったロシアによるウクライナへの軍事侵攻や、昨年１

０月に始まったパレスチナでの軍事衝突は終息の見通しがないまま推移しています。これ

ら不安定要因が世界全体の物価上昇を加速させる中、為替市場における円安と３０年続い

た国内のデフレのために日本の労働者の賃金は世界の水準を大きく下回り、政府は政策課

題として「賃上げと成長の好循環」を唱道するに至っています。このような中、内閣府は令

和５年６月に「経済財政運営と改革の基本方針２０２３」において、賃上げの流れを中小

企業にも波及させるため、中小企業等が賃上げの原資を確保できる取引環境の整備、最低

賃金の引上げ等を政府の方針として決定しました。 

昨年１０月、全国の最低賃金時間額が平均１，００４円（東京は１，１１３円）に引き上

げられたのに続き、１１月には内閣官房及び公正取引委員会から「労務費の適切な転嫁の

ための価格交渉に関する指針」が公表されるとともに、政府の最低賃金の引上げ目標が１，

５００円になりました。財務省が本年３，４月に行った調査によれば、令和６年度にベー

スアップを行った企業は７０．７％（前年度６４．４％）、規模別では大企業は８１．１％

（同７７．９％）、中堅・中小企業等は６３．１％（同５４．３％）に達し、中堅・中小等

の伸び幅が大きく、賃金引き上げの流れが中堅・中小等にも広がっている、としています。 

首相官邸は、賃金の引上げのため各種税制を創設したほか、同一労働同一賃金の徹底や

非正規雇用労働者の正規化を後押しするなど施策を展開することとしています。 

これ以外にも、労働を取り巻く状況として、働き方改革を推進するため関係法令や告示

が整備され、令和６年４月から建設事業、自動車運転の業務、医師に適用が猶予されてい

た時間外労働の上限規制が適用されるに至りました。私たちの多くも今後は発注者として

配慮が必要になると思われます。 

労働安全衛生の分野においては、令和５年４月からの５年間を計画期間とする「第１４

次東京労働局労働災害防止計画」（以下「第１４次防」という。）が「２０２２年と比較し

て２０２７年までに、死亡災害、死傷災害ともに５％以上減少（新型コロナウイルス感染

症のり患によるものは含まない。）」との目標を掲げてスタートしました。初年度となる令

和５年は、死亡災害については４６人（令和６年３月末現在の速報値。前年５５人）と減少

したものの、休業４日以上の死傷者数は１１，３９４ 人（同速報値）で、既に前年の確定

値１０，８０２人を上回る厳しい結果となっています。 

 

このような情勢下で、毎年７月に東京労働局と当連合会並びに各地区労働基準協会等と

共催して実施している東京産業安全衛生大会に関しては対面開催が復活し、一ツ橋ホール

において５００人を超える参加者を得て表彰式、特別講演、事例発表が行われました。ま
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た、毎年秋に開催している産業保健フォーラムに関しては、昨年１０月に「ティアラこう

とう」において「産業保健フォーラム IN TOKYO 2023」を開催し、７５０名を超える方の参

加を得て、盛況のうちに終了しました。 

また、東京労働局が主催する第１４次防「Safe Work TOKYO」に協力し、災害多発重点

業種等に対する「私の安全衛生宣言コンクール」の取組や、その優良者の表彰を実施しま

した。 

講習関係では、令和５年度に実施された労働安全衛生法に基づく技能講習・特別教育を

中心とする各種講習会は、昨年５月以降は新型コロナウイルス感染症対策としての定員半

減措置を解除し、教室の座席数を上限とするコロナ禍以前の開催を復活しました。その結

果、法人全体では、件数で年間５５４回（前年度は５７０回）、受講者数で２３，７３７人

（前年度は１８，０６８人）にまで延伸することができました。 

また、関係法令の改正等に伴い、令和５年度から新たな講習会として「テールゲートリ

フターの操作業務に係る特別教育」、「化学物質管理者（製造事業者向け及び取扱事業者向

け）」、「保護具着用管理責任者教育」を開始しました。 

なお、令和５年度末における当法人の会員数は以下のとおりです。 

 

会員の異動状況 

 

区  分 

令和４年度末 令和５年度中の異動数 令和５年度末 

会 員 数 入   会 退   会 会 員 数 

本  部 ３９５ ２ ７ ３９０ 

中央支部 ７８４ ５ ２５ ７６４ 

上野支部 ２６２ ３ １１ ２５４ 

王子支部 １４７ １ ７ １４１ 

足立荒川支部 ２４１ ０ １０ ２３１ 

亀戸支部 ２０８ １ ２ ２０７ 

江戸川支部 ２９６ １ ８ ２８９ 

八王子支部 ２６４ １ ９ ２５６ 

立川支部 ３５３ ２ ７ ３４８ 

青梅支部 ３９９ ３ ８ ３９４ 

三鷹支部 ２８１ １ １０ ２７２ 

合  計 ３,６３０ ２０ １０３ ３,５４６ 
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Ⅱ 各事業の取組 

１ 公益事業 

（１）労使の意識の高揚・啓発事業 

   イ 第１９回東京産業安全衛生大会 Safe Work TOKYO 2023 の開催 

毎年７月に開催している東京産業安全衛生大会について、令和５年度はコロナ禍

以前に復し、東京都千代田区の日本教育会館一ツ橋ホールでの対面開催となり、５

００名を超える方が参加しました。大会の前半では厚生労働大臣表彰の伝達並びに

東京労働局長による安全衛生表彰が行われました。 

 

 

イ 安全衛生表彰受賞者 

・厚生労働大臣 優良賞（有期事業１事業場） 

・厚生労働大臣 奨励賞（有期事業１事業場） 

・東京労働局長 優良賞（有期事業２事業場） 

・東京労働局長 奨励賞（継続事業２事業場 有期事業４事業場） 

・東京労働局長 功績賞（５名） 

・東京労働局長 安全衛生推進賞（８名） 

 

ロ 特別講演 

「作業行動に起因する労働災害防止のポイント 

―転倒や腰痛に対して人間工学の視点から考える―」 

独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 

 主任研究員 菅間 敦 氏 

 

ハ 事例発表 

「当事業場の安全衛生活動について 

～（仮称）渋谷区千駄ヶ谷四丁目計画における安全管理～」 

清水建設株式会社東京支店 建築第一部 工事主任 竹下由希子 氏 

 

「イトーヨーカ堂における安全衛生活動について」 

株式会社イトーヨーカ堂 人事室人事労務部 

 マネジャー 桑原 正廣 氏 

 

 

ロ 「産業保健フォーラム IN TOKYO 2023」の開催 

     令和５年１０月１１日に東京都江東区の「ティアラこうとう」において、東京労働

局・東京産業保健総合支援センターと共催、東京都をはじめ３４団体の後援を得て開

催されました。会場では７５０名を超える参加者を得て、講演、トークセッションの

ほか健康測定コーナー、相談コーナー、展示コーナー等の出展がありました。 
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特別講演 

「ポストコロナの産業保健活動」 

ＯＨサポート株式会社 代表/産業医 今井 鉄平 氏 

産業医・弁護士による会場参加型トークセッション 

「メンタル不調とパワハラ事案の困難事例への対処方法」 

一般財団法人全日本労働福祉協会  

長濱産業医事務所合同会社 産業医 長濱 さつ絵 氏 

弁護士法人ほくと総合法律事務所 弁護士 金子 恭介 氏 

健康測定コーナー 

野菜摂取の充足度測定・脳年齢測定 

              （東京都産業保健健康診断機関連絡協議会） 

（全国労働衛生団体連合会東京都地区協議会） 

 血管年齢測定 

（全国健康保険協会） 

相談・展示コーナー 

東京産業保健総合支援センター 

中央労働災害防止協会関東安全衛生サービスセンター  

（一社）日本労働安全衛生コンサルタント会東京支部  

（公社）日本保安用品協会    ほか 

 

   

ハ 『私の安全衛生宣言コンクール Safe Work TOKYO 2023』優秀作品の発表及び表彰

について 

   第１４次防の一環として取り組まれた『私の安全衛生宣言コンクール Safe Work 

TOKYO 2023』に応募のあった作品から選考された優秀作品等の表彰式が令和５年

１２月１日に九段合同庁舎において行われました。 

  これは、第１４次防に掲げる取組「国民全体の安全・健康意識の高揚」の一環とし

て、「労働者の方の安全衛生宣言」を広く募集し、「安全部門」、「労働衛生部門」の２

部門に応募のあった作品から「優秀作品賞」等を選考、表彰することにより、労働

者・使用者双方の安全気運の向上を図り、第１４次防の取組の一層の推進を図るも

のです。 

     当日、応募作品５７３件の中から選ばれた「優秀作品賞」４件、「奨励賞」２件の

応募者６名の方々に東京労働局長から表彰状が授与され、当連合会から受賞者の安

全衛生宣言が刻印されたクリスタル製の盾が贈呈されました。 

 

ニ 第８２回全国産業安全衛生大会（名古屋大会） 

     令和５年度は、９月２７日（水）から９月２９日（金）までの３日間、愛知県名古

屋市のポートメッセなごやで開催され、現地開催プログラムとオンライン限定プロ

グラムによる２本立ての大会となりました。 

大会初日の総合集会では、十倉雅和中央労働災害防止協会会長による大会式辞の

のち、宮﨑政久厚生労働副大臣、室伏広治スポーツ庁長官、大村秀章愛知県知事に

よる祝辞、河村たかし名古屋市長によるビデオメッセージがありました。 
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翌２８日からは、９つの分科会が開かれ、約１１，５００名の参加を得て成功裏

に終わりました。 

当連合会では、協力団体として、東京都内の事業場の参加申込受付等の協力をし

ました。 

 

（２）労働災害防止と健康保持増進対策 

   イ 東基連衛生管理者協議会 

       東基連衛生管理者協議会は、定時総会、幹事会５回、研修会２回を開催し、衛生

管理者、保健師等各企業の労働衛生管理活動に携わる関係者が参加しました。なお、

研修会はリアルとオンラインのハイブリッド形式で開催しました。 

また、９月５日の第１回研修会終了後に開催された総会の席上、当協議会の名称

に関する会則の変更が可決され、当協議会の名称は「東京衛生管理者協議会」から

「東基連衛生管理者協議会」に変更となりました。 

この協議会は平成９年に発足し、年２回の研修会を軸に活動を進めており、現在

の会員数は３２２名です。 

       令和５年度実施内容は次のとおりです。 

 

 

イ 内容 

（イ）第１回研修会 

開催日：令和５年９月５日 中央協会ホール  

参加者：７８名（うちオンライン３９名） 

内容 

（ⅰ）「最近の労働衛生行政の動向について」 

東京労働局 労働基準部 健康課長  長澤 英次 氏 

（ⅱ）「エイジフレンドリー職場を作るには」 

中央労働災害防止協会 健康快適推進部長 林 かおり 氏 

（ⅲ）「健康づくりは日常生活の動作改善から 

        ～「転倒防止」「腰痛・肩こり予防～」 

スポーツケア生態研究所 小沼 博子 氏 

 

（ロ）第２回研修会 

開催日：令和６年３月６日 中央協会ホール 

参加者： ８６名（うちオンライン４６名） 

 内容 

（ⅰ）「最近の労働衛生行政の動向」 

東京労働局 労働基準部 健康課長 長澤 英次 氏 

（ⅱ）「転倒災害リスクの定量化を目指す簡易立位テスト法とその対策」 

          横浜市立大学 名誉教授（医師） 杤久保 修 氏 

（株）メディアラート 代表取締役社長 堀内 正巳 氏 

（ⅲ）「産業医と衛生管理者の連携」 

   「産業医の立場から」 
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（株）ＯＨコンシェルジュ 代表取締役社長（医師） 東川 麻子 氏 

「衛生管理者の立場から」 

日鉄テックスエンジ（株）安全環境防災部  

健康衛生グループ 福山 雄斗 氏 

 

 

   ロ (公社)東基連 産業医会 

     産業医会は、幹事会の開催と産業保健活動に携わる勤務産業医に対して研修会を

実施、勤務産業医の活動の支援並びに交流の場を提供しています。 

（平成１９年再発足、現在会員数５９名。） 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため見合わせていた研修会

について、再開方法及び組織体制の在り方について検討するに止まりました。 

 

ハ 安全・労働衛生教育研究会の開催 

株式会社ＰＲＣと共催して開催している安全衛生教育研究会については、全国

安全週間準備月間中の６月と全国衛生週間準備月間中の９月に開催しました。 

 

 （３）安全衛生教育事業 

    当連合会の主たる公益事業である安全衛生教育事業は、令和５年度には、技能講習、

特別教育等について全体で５５４回（前年度は５７０回）、受講者数で２３，７３７人

（前年度は１８，０６８名）となりました。 

講習内容は、建築物石綿含有建材調査者講習（令和３年度登録）、安全衛生関係の技

能講習及び安全衛生推進者等養成講習の東京労働局長登録講習、特別教育及び職長教

育、化学物質管理者等その他の安全衛生教育、さらには衛生管理者受験等の受験準備

講習等多岐にわたっています。 

また、プレス機械作業主任者技能講習や木材加工用機械作業主任者技能講習のよう

に受講生の少ない技能講習も、公益事業として実施しています。  

令和５年度から新たに「化学物質管理者専門的講習」を開始するに当たっては、独立

行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所の城内博先生等のご協力を得て、

６月に講師養成講習を２日間かけて開催し、講習会のクオリティ確保にも努めていま

す。 

さらに、３月１日に茨城県内で発生したフォークリフト実技講習中における講師の

死亡事故を認知した後は、同月中に当連合会の担当講師を安全衛生研修センターに招

集し、同種災害の再発防止に向けた会議を開催するなど、講習会運営の安全にも配慮

しています。 

    

    令和５年度の各種講習等の実施回数等は次のとおり。 

 

１ 安全衛生研修センター 

（１） 建築物石綿含有建材調査者講習 

  イ 一般建築物石綿含有建材調査者          ６回      ５１４名 

  ロ 一戸建て等石綿含有建材調査者         ２回      ９８名 
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小     計        ８回      ６１２名 

（２）技能講習 

  イ 木材加工用機械作業主任者         １回     ２７名 

ロ プレス機械作業主任者           １回     ６３名 

 ハ 乾燥設備作業主任者            ４回    ２５２名 

ニ はい作業主任者              ６回    ４３７名 

ホ 特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者２４回   ２,２７５名 

 ヘ 鉛作業主任者               ４回    ３０１名 

ト 有機溶剤作業主任者           ２５回   ２,３０８名 

チ 石綿作業主任者             ２７回   ２,４８１名 

リ 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者    ２４回   ２,０６０名 

ヌ 床上操作式クレーン運転          ６回    １２８名 

ル 小型移動式クレーン運転          ６回    １５２名 

ヲ ガス溶接                １３回    ２７７名 

ワ フォークリフト運転（１１時間コース）   １回      ３名 

カ フォークリフト運転（３１時間コース）  １７回    ２２０名 

ヨ 高所作業車運転              ６回    １５７名 

タ 玉掛け                 １２回    ５７２名 

          小     計       １７７回  １１,７１３名 

  

（３）安全衛生推進者等養成講習 

  イ 安全衛生推進者             １３回     ３１６名 

  ロ 衛生推進者                １２回    ２９２名 

           小     計      ２５回    ６０８名 

 

（４）特別教育 

  イ 自由研削といし取替           １２回     ３９７名 

  ロ アーク溶接               １２回    ３４６名 

ハ 高圧・特別高圧電気取扱         １２回    ４３９名 

ニ 低圧電気取扱              １２回    ８４９名 

ホ テールゲートリフターの操作        ８回    ３７３名 

 ヘ 高所作業車運転              ６回    １４１名 

ト 特定粉じん作業              ６回    １６９名 

  チ 産業廃棄物の焼却施設に係る        ５回    １０５名 

  リ 足場組立等                ５回     ４２名 

          小     計       ７８回   ２,８６１名 

                         

（５）その他の法定講習 

  イ 安全管理者選任時研修          １４回    ４１５名 

ロ 衛生管理者等能力向上教育         １回     ４０名 

ハ 化学物質管理者専門的講習（製造事業場向け）５回    １７４名 

ニ 保護具着用管理責任者教育         ４回    １７５名 
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ホ 職長教育                １４回    ２９５名 

ヘ 携帯用丸のこ盤安全教育          ５回     ２６名 

ト ＫＹＴ研修               １２回    ２１０名 

           小     計     ５５回   １,３３５名 

 

（６）免許試験受験準備講習 

  イ 第１種衛生管理者             ９回    ２３８名 

  ロ 第２種衛生管理者             ９回    １２２名 

  ハ 特例第１種管理者             ４回      ５名 

  ニ エックス線作業主任者           ３回    １５６名 

           小     計      ２５回    ５２１名 

    

安全衛生研修センター合計        ３６８回  １７,６５０名 

                    

２ 中央労働基準協会支部 

（１）技能講習 

イ 特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者 ３回    １６５名 

ロ 石綿作業主任者              ９回    ６１４名 

ハ 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者     ４回     １２１名 

（２）安全衛生推進者等養成講習 

イ 安全衛生推進者等             ６回      ７１名 

ロ 衛生推進者                ６回     ５９名 

（３） 特別教育 

イ  テールゲートリフターの操作       ２回     ２９名 

ロ  酸素欠乏危険作業（第２種）       １回     １３名 

（４）その他の法定講習 

イ 安全管理者選任時研修           ５回     ６４名 

ロ 雇入れ時安全衛生教育           ５回    １３３名 

ハ 化学物質管理者専門的講習（製造事業場向け）１回     ３６名 

ニ 化学物質管理者講習（取扱事業場向け）   ３回    ２０６名 

（５）その他の教育（法定講習以外のもの）   計１５回     ７０７名 

（６）免許試験受験準備講習 

イ 第 1 種衛生管理者             ４回     ４６名 

  ロ 第２種衛生管理者             ４回     ３５名 

 

中央支部計                 ６８回   ２,２９９名 

 

３ 上野・王子・足立荒川支部共催 

（１） 技能講習 

イ 石綿作業主任者              １回     ３０名 

（２） 安全衛生推進者等養成講習           １回      ７名 

（３） その他の法定講習 
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イ 安全管理者選任時研修           １回      ５名 

ロ 雇入れ時安全衛生教育           ２回    １２６名 

ハ ＫＹＴ研修                １回     １６名 

（４） その他の教育 

イ 熱中症予防セミナー            ２回     １１名 

 

上野・王子・足立荒川支部共催計        ８回    １９５名 

 

４ 亀戸・江戸川支部共催 

（１） その他の法定講習 

イ 雇入れ時安全衛生教育           ２回     ７５名 

ロ ＫＹＴ研修                ２回     ２６名 

 

亀戸・江戸川支部共催計            ４回    １０１名 

 

５ 八王子労働基準協会支部 

（１）技能講習 

  イ 特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者 ４回     ５０名 

ロ 有機溶剤作業主任者            ５回    １０７名 

ハ 石綿作業主任者              ４回     ７０名 

ニ 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者     ２回     ４５名 

（以上多摩地区支部共催） 

ホ フォークリフト運転（３１時間コース）   ４回     ５４名 

（ホは青梅支部・八王子支部共催） 

  ヘ 玉掛け                  ２回     ７１名 

（２）安全衛生推進者等養成講習（多摩地区支部共催）３回     ４３名 

（３）特別教育 

イ 高圧・特別高圧電気取扱          ２回     ５１名 

ロ 低圧電気取扱               ４回     ５８名 

ハ テールゲートリフターの操作        ３回     ２８名 

ニ クレーン運転               ２回     ４６名 

ホ フルハーネス型墜落制止用器具       ３回     ３３名 

（ハ、ホは多摩地区支部共催、ニは青梅支部・八王子支部共催） 

（４）その他の法定講習 

  イ 安全管理者選任時研修           ２回     ３７名 

ロ 雇入れ時安全衛生教育           ３回    １３０名 

ハ 化学物質管理者専門的講習（製造事業場向け）２回     １８名 

ニ 化学物質管理者（取扱事業場向け）     ３回     ４７名 

ホ 保護具着用管理責任者           ３回     １７名 

ヘ 職長・安全衛生責任者教育         ６回    １０６名 

  （ヘの２回は単独出張講習） 
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八王子支部計                ５７回   １,０１１名 

 

６ 立川労働基準協会支部 

（１）技能講習 

 イ 特定化学物質・四アルキル鉛等作業主任者  ４回    １３８名 

ロ 有機溶剤作業主任者            ５回    １５０名 

ハ 石綿作業主任者              ４回    １７６名 

ニ 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者     ２回     ７３名 

（イロハニは多摩地区支部共催） 

ホ ガス溶接技能講習             １回      ８名 

ヘ フォークリフト運転（１１時間コース）   ７回     ２７名 

  ト フォークリフト運転（１５時間コース）   ２回      ５名 

チ フォークリフト運転（３１時間コース）   ９回     ９３名 

  リ フォークリフト運転（３５時間コース）   ２回     １２名 

  ヌ 玉掛け                  ４回    １１０名 

（２）安全衛生推進者等養成講習 

イ 安全衛生推進者（多摩地区支部共催）    ３回     ２６名 

ロ 衛生推進者                ４回     ７９名 

（４）特別教育 

イ 自由研削といし              ２回     １９名 

ロ アーク溶接                １回      ９名 

ハ テールゲートリフターの操作        ３回     ５８名 

ニ クレーン運転               ４回     ６５名 

ホ フルハーネス型墜落制止用器具       ３回     ５０名 

（ハ、ホは多摩地区共催） 

（５）その他の法定講習（多摩地区支部共催） 

イ 安全管理者選任時研修           ２回     ２８名 

ロ 雇入れ時安全衛生教育           ３回     ３３名 

ハ 化学物質管理者専門的講習（製造事業場向け）２回     ６９名 

ニ 化学物質管理者（取扱事業場向け）     ３回    １０４名 

ホ 保護具着用管理責任者           ３回     ７７名 

ヘ 職長・安全衛生責任者教育         ３回     ７８名 

（６）衛生管理者受験準備講習           １回     １９名 

 

立川支部計                 ７７回   １,５０６名 

 

７ 青梅労働基準協会支部 

（１）技能講習  

  イ 特定化学物質・四アルキル鉛等作業主任者  ４回     ７９名 

 ロ 有機溶剤作業主任者            ５回    １３４名 

ハ 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者     ２回     ２６名 

（以上多摩地区支部共催） 



- 11 - 

 

ニ フォークリフト運転（３１時間コース）   ４回     ９４名 

  （青梅支部・八王子支部共催） 

ホ 玉掛け                  ２回     ９２名 

（２）安全衛生推進者等養成講習（多摩地区支部共催）３回     ２７名 

（３）特別教育 

  イ 動力プレス機械の金型調整等        １回     ２４名 

ロ テールゲートリフターの操作        ３回     ７５名 

ハ クレーン運転               ２回     ５５名 

  ニ フルハーネス型墜落制止用器具       ４回     ３２名 

（ロ、ニは多摩地区支部共催、ハは青梅支部・八王子支部共催） 

（４）その他の法定講習（多摩地区支部共催） 

  イ 安全管理者選任時研修           ３回     １７名 

    （１回は、単独出張講習） 

ロ 雇入れ時安全衛生教育           ３回     ８６名 

ハ 化学物質管理者専門的講習（製造事業場向け）２回     ４４名 

ニ 化学物質管理者（取扱事業場向け）     ３回     ２７名 

ホ 保護具着用管理責任者           ３回     ４５名 

ヘ 職長教育                 ３回     ２３名 

    （１回は、単独出張講習） 

 ト 職長能力向上教育             ３回     ２０名 

   （全て単独出張講習） 

  チ 職長・安全衛生責任者教育         ３回     ２３名 

 

青梅支部計                 ５３回     ９２３名 

 

８ 三鷹労働基準協会支部 

（以下多摩地区支部共催） 

（１）技能講習 

イ 石綿作業主任者              ２回      ５名 

ロ 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者     １回      １名 

ハ フォークリフト運転（立川３１時間コース） １回      ３名 

（２）安全衛生推進者等養成講習          １回      ２名 

（３）特別教育 

 イ テールゲートリフターの操作        ２回      ７名 

ロ フルハーネス型墜落制止用器具       １回      １名 

（４）その他の法定講習 

 イ 雇入れ時安全衛生教育講習         １回      ４名 

 ロ 化学物質管理者（取扱事業場向け）     ３回     １３名 

ハ 保護具着用管理責任者           １回      ４名 

ニ 職長・安全衛生責任者教育         １回      １名 

 

三鷹支部計                 １４回      ４１名 
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（４）労働関係法令、労働災害防止及び健康保持増進対策等の普及のための教育 

   イ 労務関係実務講座 

各地区労働基準協会と連携し、令和５年度はプレミアムセミナーとして、８月に

「『フリーランス保護法』を読み解く」（参加者３８名）を開催し、３月にベーシック

セミナーとして「労務費の適切な価格への転嫁と賃金の引上げについて」（参加者５

６名）を開催しました。 

 

ロ 各地域のニーズに応じて実施するブロック講習の実施状況は次のとおりです。 

①  労務関係実務講座（セミナー） 

・中央支部では、労働基準法等基礎講座、社会保険（健保・年金）基礎講座等を

９回開催（４８５名参加）したほか、女性活躍推進セミナーを２月に開催（８

０名参加）。 

・上野・王子・足立荒川支部共催で労務管理実務講習会を６月３０日（２１名参

加）、２月１６日（２０名参加）に開催。 

・上野支部では、所管監督署と連携し、１０月２５日に労務管理セミナーを開催

（３３名参加）。 

・足立荒川支部は、２月６日に労務管理と職場の健康づくり講習会を開催（２３

名参加）。 

・上野・王子・足立荒川支部共催で、２月２２日から３月８日まで「最新事情を

踏まえた就業規則グレードアップ」セミナーをオンデマンド配信により開催

（６９名参加）。 

・江戸川支部と亀戸支部は共催で、人事厚生担当者実務講習（５６名参加）、労

基法セミナー（３９名参加）を企画開催（いずれも亀戸地区、江戸川地区各１

回開催） 

・立川支部は、基準部会講習会として労基署共催「本年４月からの労働条件明示

ルール変更」及び部会主催「昨今の労働基準行政」の労務管理講習会を開催。 

②  労災保険給付実務講習会 

・足立荒川支部では、１０月４日に開催（２８名参加）。 

・亀戸・江戸川支部は共催で「労災保険実務講座」を開催（亀戸地区、江戸川地

区各１回開催 ３８名参加）。 

③  中央支部では、人事労務講習等として、女性活躍推進セミナー、労働基準法等

基礎講座、社会保険（健保・年金）基礎講座等を１０回開催（５６５名参

加）。 

④ 青梅支部は、青梅労働基準監督署共催講習会として、社会福祉施設労働災害防止

講習会（２０名）、陸上貨物運送事業者労働災害防止（４５名）、外国人労働

者労働災害防止・労務管理講習会（２６名）、第３次産業における安全衛生管

理講習会（２５名）、働く人のメンタルヘルス対策講習会（２７名）を実施。 

  また、青梅労働基準監督署及び青梅労働基準監督署管内の災防団体（建災防西

多摩分会、青梅地区プレス安全協議会）と協力し、第２５回西多摩地区安全衛

生大会（安全衛生表彰式含む）を実施。 
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⑤  上野・王子・足立荒川支部共催で１１月に予定していた優良事業場研修会は、

研修先の新型コロナウイルス感染拡大防止やインフルエンザの流行の余波で開

催を中止。 

⑥  各支部では、所管監督署と連携し、全国安全週間及び全国労働衛生週間に当た

り、実施要綱の説明会や安全衛生大会などを開催した。 

上野支部では安全・衛生両週間の説明会終了時には週間スローガンを全員で指

差し呼称で唱和し、指差し呼称の定着化と情勢を図っている。 

立川支部では立川労働基準監督署と共催し全国安全週間説明会・全国労働衛生

週間説明会を開催。また、全国安全週間においては、週間スローガンなどの周

知を図るべく「安全衛生クイズ」を全会員の従業員を対象に実施し、７,９２５

件の応募があった。 

 

ハ 労務管理研究会 

企業の人事労務担当者の実務知識向上、情報交換等の場である労務管理研究会の

取組は、研修会、会議とも、新型コロナウイルスの感染防止のため中止していたと

ころ、令和５年度も開催しませんでした。令和６年度に今後の在り方について検討

して参ります。 

 

二 労災保険給付基礎講座 

労災保険給付の基礎講座を令和６年１月２６日に当連合会安全衛生研修センタ

ー、１月２９日に当連合会本部ホール、１月３０日に当連合会たま研修センターで

開催し、合計８０名が参加しました。 

 

（５）受託事業 

厚生労働省から「外国人労働者に係る労働安全衛生管理セミナー事業」を受託し、全

国１３か所で１４回、セミナーを開催し、延べ４４０名が参加しました。 

 

２ 収益事業 

  （１）収１事業（広報・出版、書籍・用品の販売、施設・設備の貸与の事業） 

 イ 会報「東基連」を毎月発行しました。 

ロ 図書「労災保険給付の手続き」については、令和５年６月２６日に改訂３版増補

を１，６００部印刷し、１，５７０部販売しました。また、令和６年１月１０日に改

訂４版を４，０００部印刷し、１,１７９部を販売しました。 

ハ 全基連版の「新訂３版 知らなきゃトラブる！ 労働基準関係法の要点」の販売

斡旋をしています。 

   二 （公社）東基連安全衛生研修センターの講習用教室を、建設業労働災害防止協会

東京支部等に貸し出しています。 

ホ 「中労基協ビル」の事務スペースを紀尾井町法律事務所等へ貸与しているほか、

同ビル４階のホールを全国米穀工業協同組合等へ貸し出しています。 

へ 東基連では、「たま研修センター」を労働調査会等外部へ貸し出しています。 

ト 立川支部では、延べ４０件の健康診断受診の斡旋を行いました。 

チ 八王子支部では、延べ２８９人の健康診断受診の斡旋を行いました。 
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リ 各支部は、全国安全週間、全国労働衛生週間、年末年始無災害運動時、中央労働災

害防止協会（以下「中災防」という。）のポスター、用品等の斡旋販売をしています。 

 

 

（２）収２事業（他団体への協力事業） 

イ （公社）全国労働基準関係団体連合会東京都支部事業 

  イ）受動喫煙防止セミナー等の実施 

改正健康増進法施行、職場における受動喫煙防止のためのガイドライン策定、

東京都条例施行等を受け、令和５年度は、都内１箇所で開催し、６３名が参加し

ました。 

   ロ）外国人技能実習制度関係者養成講習事業の実施 

平成２９年１１月に外国人技能実習法が施行されたことを受けて、講習機関と

して指定された全基連が東京地区で実施する関係者養成講習（９月１３日技能実

習責任者１８名、９月１４日技能実習指導員７名、９月１５日生活指導員２名）

を実施しました。 

   ハ）過重労働解消のためのセミナー及び過重労働解消キャンペーンに関する広報事業 

過重労働解消に向けた機運を醸成する「過労死等防止啓発月間（１１月）」中

の行事の一環としてセミナー及びキャンペーンの展開を行う事業で、令和５年度

は、周知用リーフレットの会報「東基連」への折込み、１０月１１日及び１３日

開催されたセミナーの会場運営支援等を行いました。 

ニ）建設業の一人親方等に対する安全衛生教育支援事業 

一人親方等の作業従事者が、安全衛生に関する基本的知識を身に付けるための研

修会について、９月から１月の間、広報活動を行いました。 

 

  ロ 中災防からの受託事業等 

イ）中災防から「地域安全衛生広報活動等事業」を受託し、会報「東基連」などを通

じ、東京都内における中災防の事業の周知を図りました。 

ロ）中小企業無災害記録証 

申請のあった８件について１次審査を行い、中災防に進達しました。 

・東京都下水道サービス（株）中部ポンプ所保全事業所（１種） 

・東京都下水道サービス（株）南部ポンプ所保全事業所（１種） 

・東京都下水道サービス（株）東部第一ポンプ所保全事業所（２種） 

・東京都下水道サービス（株）東部第二ポンプ所保全事業所（２種） 

・東京都下水道サービス（株）北部ポンプ所保全事業所（２種） 

・東京都下水道サービス（株）浮間保全事業所（２種） 

・東京都下水道サービス（株）芝浦再生水事業所（４種） 

・日鉄鉱コンサルタント（株）（２種） 

ハ）中小規模事業場安全衛生相談事業 

中小規模事業場から東基連に寄せられた安全衛生全般にわたる相談（９２件）     

に対応しました。 

 

ハ 労働安全衛生法に基づく免許関係の東京地区出張特別試験 
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   （公財）安全衛生技術試験協会関東安全衛生技術センターが実施する東京地区出張

特別試験の事務局を支援し、受験申請の受け付け、試験日当日の監督業務などを行い

ました。令和５年度は９月９日に東京都新宿区の早稲田大学キャンパスにおいて実施

し、衛生管理者、ボイラー技士、クレーン運転士、移動式クレーン運転士の免許試験

等に約２，８００人が受験しました。 

   

（３）収３事業（労働保険事務組合事業） 

令和６年３月末現在の受託事業場件数は１０３件、労働保険番号成立件数は１３４

件、新規受託事業場数は３件、委託解除事業場数は４件でした。 

令和５年度の労働保険料の徴収決定額(政府への納付額)は１３７，３３５，１２７

円で、対前年度比３３，１２０，２４１円（約３１.７％）増加、また、一般拠出金の

取扱額は１５４，８６４円でした。（第１期から第３期までの合計額） 

令和５年度の委託手数料は４，３７６，３５０円、政府からの報奨金は１，５０９，

５００円が交付されました。 

※ 受託事業場：二元適用事業は１件とし、海外派遣、被一括事業は計上しない 

※ 労働保険番号成立件数：被一括事業は計上しない 

 

 ３ 共益目的事業 

（１） 会員に対するサービス 

イ 会報「東基連」無料配布 

ロ 各種講習会・研修会の開催 

ハ 各種大会・フォーラム、ベーシックセミナー等の開催 

ニ 各種講習受講料の割引（東京労働局長登録講習（建築物石綿含有建材調査者講習、

技能講習及び安全衛生推進者等養成講習）を除く） 

ホ 出版物等代金の割引 

ヘ ホール貸出料金の割引 

 

 （２）会議等 

  内容は以下のとおり。 

 

（１）定期総会  令和５年６月１３日 ベルサール神保町アネックス 

   令和４年度事業報告及び収支決算報告、理事、監事選任ほかが審議、承認された。

また、令和５年度事業計画及び収支予算等が報告され、了承された。 

（２）理事会 

イ 第１回理事会 令和５年５月２３日 Zoom ミーティング形式 

    令和４年度事業報告及び収支決算報告及び理事・監事候補者選任の件ほかが

審議、承認された。 

  ロ 第２回理事会 令和５年６月１３日 ベルサール神保町アネックス 

   総会決議を経て、業務執行理事選定及び退職理事の退職慰労金支給の件が承

認された。 

 ハ 第３回理事会 令和５年１２月８日 アルカディア市ヶ谷 

   令和６年度登録講習開催計画及び短期借入継続等が審議、承認された。 
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ニ 第４回理事会 令和６年３月２５日 アルカディア市ヶ谷 

令和６年度通常総会の日時及び場所並びに目的である事項、令和６年度事

業計画及び収支予算、支部規程改正及び会計処理規程改正等が審議、承認さ

れた。 

 （３）支部事務局長会議 

４月、６月、８月、１０月、１２月、２月に開催し、行事予定の確認、全国産

業安全衛生大会に係る事項、各種事業の推進に係る留意事項等について協議し

共通認識の形成を図っている。 

（４）地区労働基準協会等連絡協議会 

第１回は、令和５年４月２１日に東京労働局会議室において開催し、東京労働

局から行政運営方針（基準行政）の重点課題等の説明を受け、情報交換を行った。 

第２回は、令和５年１２月１８日に、中央労働基準協会ホールにて開催し、東

京労働局から令和５年度上半期の行政推進状況や課題について説明を受け、地区

労働基準協会・連合会と東京労働局による情報交換等を実施した。  

（５）東基連会報編集会議 平成２８年４月以降年６回開催 

     隔月で年６回開催する予定であったところ、１２月を中止としたが、４月、６

月、８月、１０月、２月は開催した。 

                              

 


